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本研究は，東京都市圏を対象とした活動ベースのエージェントシミュレーションのための社会経済属性

データの作成手法を提案する．従来，交通シミュレーションにおける人口分布および初期の交通需要は，

パーソントリップ調査などの約2kmのゾーンベースの行動データから作成されていた．しかしながら，

MaaSやライドソーシングといった新たなモビリティサービスが必要とする短トリップや公共交通機関の

乗降を分析するにはサイズが大きすぎるといった問題がある．そこで，本研究では500mグリッドの国勢

調査と経済センサスにパーソントリップ調査データを組み合わせて，IPF法に基づいたマイクロレベルの

社会経済属性データの作成手法を提案する．その結果，東京都市圏という大都市圏を対象にしたうえで，

属性別の割合や従業地分布，外出時間分布について，実測値に近い社会経済属性を付与するシミュレーシ

ョンを行うことが可能となった． 
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1. はじめに 

本研究は，東京都市圏を対象とした活動ベースのエー

ジェントシミュレーションのための社会経済属性データ

の作成手法を提案する．従来，交通シミュレーションに

おける人口分布および初期の交通需要は，パーソントリ

ップ調査などの約2kmのゾーンベースの行動データから

作成されている．しかしながら，MaaSやライドソーシ

ングといった新たなモビリティサービスに必要とする短

トリップや公共交通機関の乗降を分析するにはサイズが

大きすぎると考えられる．そこで，本研究では500mグ

リッドの国勢調査と経済センサスにパーソントリップ調

査データを組み合わせた社会経済属性データの作成手法

を提案する． 

2.本研究の位置づけ

Iterative proportional fitting (IPF)法はDemingら1)によって

提案された人口データ作成のための一般的な方法である． 

特徴として，複数の属性間の相関関係を維持したまま各

属性の周辺分布に一致するように再帰的に計算すること

で，拡大係数を算出することができる．この特徴を生か

した方法として，西田ら2)はパーソントリップ調査と国

勢調査の結果を世帯単位で拡大する方法を用いている．

また，倉内ら3)は，属性に世帯だけでなく，世帯と個人

の双方を考慮することができるIPU法を用いて，拡大を

行っている．これらの研究では，ゾーンサイズのパーソ

ントリップ調査をそのまま拡大しており，グリッド単位

の全数調査の周辺分布に対して行ってはいない．さらに， 

IPF法の問題点として，個人属性を対象にして拡大を行

った場合，世帯構成まで明示的に考慮できないこと，多

次元になった場合ゼロセルが多数発生するなどの問題が

指摘されている．そこで，本研究では，パーソントリッ

プ調査のデータを用いて，ゾーン単位の世帯構成生成モ

デルを構築し，個人属性を考慮しつつ，世帯構成も考慮

できるようなIPF法を緩和した方法を用いて計算を行う

ことを試みる．  

３.作成手法の提案 

本研究では，社会経済属性データを作成するにあたり，

パーソントリップ調査，国勢調査，経済センサスのデー 
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表-1 入力データの特徴 

 
 

タセットを使用する．パーソントリップ調査は，表-1に

示すように，人口の約2％から得られた1日のトリップパ

ターンを含む世帯単位のサンプル調査である．一方，国

勢調査は，すべての住民を対象とした全数調査となって

いる．経済センサスは，事業所および企業を対象とした

全数調査で，各業種の事業所数，従業者数などが取得さ

れる．これらのセンサスデータでは，各500mグリッドの

社会経済属性別の周辺分布が含まれている．ただし，匿

名性を保つために，このデータには複数の属性の同時分

布は含まれていない． 

これらの入力データを用いた作成手法は，国勢調査の

居住地をベースに，世帯構成，従業地，外出時間を推定

する3つのステップで構成する． 

 

(1) 世帯構成の推定 

最初のステップでは，パーソントリップ調査と国勢調

査を入力データとして，世帯構成を推定する．提案手法

の特徴は，世帯内人数に対応する属性の条件付き確率関

数を推定する世帯構成生成モデルを構築することである．

このモデルは，属性に基づいて，最も年上の世帯構成員

から最も年下の世帯構成員までを順番に決定する． 

まず，ゾーンを 𝑧 ∈ 𝑍,ゾーン𝑧の中のグリッドを 𝑔 ∈

𝐺𝑧 , 社会経済属性のタイプを 𝑘 ∈ 𝐾 とする．国勢調査の

データ集合は，グリッド𝑔ごとの属性 𝑘の属性値を 𝑠𝑘 ∈

𝑆𝑘で表し，その人口を𝑛𝑔𝑠𝑘とする．グリッド𝑔ごとの人

口の集合は，𝑁𝑔 = {𝑛𝑔𝑠𝑘
|𝑠𝑘 ∈ 𝑆𝑘 , 𝑘 ∈ 𝐾}で表される．

𝑆𝑘は，属性𝑘の上限値であり，𝑠は離散値である．デー

タ集合は，グリッド𝑔ごとの世帯内人数が𝑙 = |𝑢𝑧|であ

る世帯数𝑛𝑔𝑙も含む．パーソントリップ調査は，情報

𝜃𝑘𝑖 ∈ 𝛩𝑖または，ゾーン𝑧の世帯𝑢 ∈ 𝑈𝑧の中の個人𝑖 ∈ 𝑢

ごとにのすべての属性も含んでいる．以上の条件のもと

に，世帯構成員の条件付き確率を推定する． 

そして，確率の初期値は，パーソントリップ調査から導

出する．最も年上の世帯構成員のある属性別の確率は，

𝑝𝑔0
(0)

(𝛩𝑔𝑎𝑔𝑒(0,𝑢)|𝑙)のように定義され，𝑗番目に年上の世

帯構成員の確率は，𝑝𝑔𝑗
(0)

(𝛩𝑔𝑎𝑔𝑒(𝑗,𝑢)|𝑙, 𝜃𝑘∗𝑔𝑎𝑔𝑒(𝑗−1,𝑢))の

ように定義される．ここで，𝑔𝑎𝑔𝑒(𝑗, 𝑢)は，世帯𝑢の𝑗番

目に年上の構成員である．これらの同時確率は，グリッ

ド𝑔が属しているゾーンで観測されたパーソントリップ

調査の結果から導出される．すべての世帯構成員の同時

確率は以下のように記述することができる． 

  

𝛿(𝛩𝑖 , 𝑠𝑘) = {
1 𝑖𝑓 𝜃𝑖𝑘 = 𝑠𝑘

0 𝑜𝑡ℎ𝑒𝑟𝑤𝑖𝑠𝑒       (1) 

 

𝑈は，世帯構成のすべての可能なパターン集合とする． 

世帯構成パターン𝑢 ∈ 𝑈のいずれかが与えられた場合，

メンバーのいる世帯で𝑗∗ 番目の世帯構成員が属性

𝛩𝑔𝑎𝑔𝑒(𝑗∗,𝑢)を持つ確率は次のように記述できる． 

 

𝑝𝑔𝑎𝑔𝑒(𝑗∗,𝑢) (𝛩𝑔𝑎𝑔𝑒(𝑗∗,𝑢)|𝑙)

= ∑ … ∑ 𝑝0(0,𝑢) (𝛩𝑔𝑎𝑔𝑒(0,𝑢)|𝑙) ∏ 𝛿 (𝛩𝑔𝑎𝑔𝑒(𝑗−1,𝑢), 𝑠𝑘∗𝑗′ ) 𝑝𝑔𝑎𝑔𝑒(𝑗,𝑢) (𝛩𝑔𝑎𝑔𝑒(𝑗,𝑢)|𝑙, 𝑠𝑘∗𝑗′ )

𝑗∗≥𝑗>0𝑠𝑘∗𝑗′|𝑗′=𝑙−1∈𝑆𝑘∗𝑠𝑘∗𝑗′|𝑗′=0∈𝑆𝑘∗

 

(2) 

 

式(2)からグリッド𝑔の属性𝑠𝑘を持つ人数は次のように表

すことができる． 

 

𝑁𝑔𝑠𝑘
= ∑ ∑ 𝛿 (𝛩𝑔𝑎𝑔𝑒(𝑗,𝑢), 𝑠𝑘) 𝑝𝑔𝑎𝑔𝑒(𝑗,𝑢) (𝛩𝑔𝑎𝑔𝑒(𝑗,𝑢)||𝑢|)0≤𝑗<|𝑢|𝑢∈𝑈   (3) 

 

反復計算の重みパラメータは式(4)のように計算するこ

とができる． 

 

𝑤𝑔𝑠𝑘

(𝜂)
=

𝑛𝑔𝑠𝑘 

𝑁𝑠𝑘

(𝜂)  𝑓𝑜𝑟 𝑠𝑘 ∈ 𝑆𝑘 , 𝑘 ∈ 𝐾  (4) 

 

それぞれの確率は式(5)(6)のように重みを付けて正規化

して更新される． 

 

𝑝𝑔0
(|𝐾|𝜂+𝑘)

(𝛩𝑔𝑎𝑔𝑒(0,𝑢)|𝑙) =

𝛿 (𝛩𝑔𝑎𝑔𝑒(0,𝑢), 𝑠𝑘) 𝑤𝑔𝑠𝑘

(𝜂)
𝑝𝑔0

(|𝐾|𝜂+𝑘−1)
(𝛩𝑔𝑎𝑔𝑒(0,𝑢)|𝑙)   (5) 

 

𝑓𝑜𝑟 𝑠𝑘 ∈ 𝑆𝑘 , 𝑘 ∈ 𝐾, 𝑢 ∈ 𝑈 

 

𝑝𝑔𝑗
(|𝐾|𝜂+𝑘)

(𝛩𝑔𝑎𝑔𝑒(𝑗,𝑢)|𝑙, 𝜃𝑘∗𝑔𝑎𝑔𝑒(𝑗−1,𝑢)) =

𝑤𝑔𝑠𝑘

(𝜂)
𝑝𝑔𝑗

(|𝐾|𝜂+𝑘−1)
(𝛩𝑔𝑎𝑔𝑒(𝑗,𝑢)|𝑙, 𝜃𝑘∗𝑔𝑎𝑔𝑒(𝑗−1,𝑢))   (6) 

 

𝑓𝑜𝑟 𝑠𝑘 ∈ 𝑆𝑘 , 𝑘 ∈ 𝐾, 𝑢 ∈ 𝑈 

サンプル調査
(約2%)

全数調査
(100%)

パーソントリッ
プ調査 (PT)

国勢調査 経済センサス

世帯構成 〇 - -

エリアの個人属性
(性別,年代,就業状態)

同時分布 周辺分布
周辺分布

(性別)

居住地 Zone (~5km圏) Grid (500m) -

居住地と従業地 Zone (~5km圏) - -

従業地 Zone (~5km圏) - Grid (500m)

外出時間 〇 - -
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以後，式(3)から式(6)を収束条件𝜂 = 𝐻を満たすまで反復

計算し，世帯構成生成モデルの確率関数を推定する． 

 

(2) 従業地の推定 

 2 番目のステップでは，パーソントリップ調査の居住

地と従業地の同時分布と，国勢調査の居住地，経済セン

サスの従業地を考慮して，IPF モデルを用いて従業地を

推定する．対象は従業者のみを対象とし，男女別で計算

する．まず，居住者数と従業者数は調査が異なるため全

数を調整する． 

 

𝑊 =
𝑁𝑝

𝑁𝑒
          (7) 

 

𝑁𝑝は国勢調査の総人口であり，𝑁𝑒は経済センサスの総

人口である．𝑊は，経済センサスの結果を国勢調査の

結果に合わせるための補正係数である．そして，この補

正係数を用いて，経済センサスの従業地グリッド𝑔の従

業者数𝑁𝑒𝑔を補正し，𝑁𝑒𝑔
∗ を求める． 

 

𝑁𝑒𝑔
∗ = 𝑁𝑒𝑔𝑊         (8) 

 

居住地𝑟 ∈ 𝑍に住んでいる人々の間で，従業地グリッド

𝑔 ∈ 𝐺𝑧の割合は式(5)で表される．𝑝𝑧𝑟 = 𝑝(𝑧|𝑟)は，パー

ソントリップ調査から導出される居住地ゾーン𝑟 ∈ 𝑍の

人が従業地ゾーン𝑧 ∈ 𝑍である確率で，𝑝𝑔𝑧 = 𝑝(𝑔|𝑧)は，

ゾーン𝑧でのグリッド𝑔 ∈ 𝐺𝑧の人口比で計算される確率

である． 

 

𝑝𝑔𝑟
(0)

= 𝑝𝑔𝑧𝑝𝑧𝑟          (9) 

 

ここで，𝑁𝑔
(𝜂)

はグリッド𝑔 ∈ 𝐺𝑟の従業者数であり，こ

の値は，𝑁𝑝ℎは国勢調査のグリッドℎ ∈ 𝐺𝑟の居住者数と，

𝑝𝑔𝑟
(𝜂)

との積から計算できる． 

 

𝑁𝑔
(𝜂)

= 𝑝𝑔𝑟
(𝜂)

𝑁𝑝ℎ        (10) 

 

そして，重みパラメータ𝑤𝑔
(𝜂)

は式(5)のように𝑁𝑒𝑔
∗ との比

により計算することができる． 

 

𝑤𝑔
(𝜂)

=
𝑁𝑒𝑔

∗

𝑁𝑔
(𝜂)        (11)  

 

重みパラメータを用いて，確率𝑝𝑔𝑟
(𝜂+1)

は，つぎのように

更新される． 

 

𝑝𝑔𝑟
(𝜂+1)

= 𝑤𝑔
(𝜂)

𝑝𝑔𝑟
(𝜂)

      (12) 

 

以後，式(10)から式(12)を収束条件𝜂 = 𝐻を満たすまで反

復計算し，𝑝𝑔𝑟
(𝐻)

を求める． 

 

(3) 外出時間の推定 

 3番目のステップでは，社会経済属性を考慮した外出

時間の分布を推定する．外出時間は，労働時間と通勤時

間の合計値として推定する．外出時間，居住地，従業地，

個人属性の同時分布を用いることはPTのサンプル数から

考えて困難であることから，外出時間と居住地，外出時

間と従業地，外出時間と個人属性の3つの同時分布とIPF

法を用いることで収束計算を行う． 

𝑑 ∈ 𝐷を30分間隔で離散化される外出時間とする．

𝑝𝑑𝑟 = 𝑝𝑟(𝑑|𝑟)および𝑝𝑑𝑧 = 𝑝𝑧(𝑑|𝑧)は，それぞれ居住地

および従業地に対応する外出時間の分布である． 

𝑝𝑑Θ = 𝑝(𝑑|𝛩)は、属性が𝛩である個人の外出時間の分

布である．これらの変数はすべて、パーソントリップ調

査びトリップデータから計算できる．𝑁ℎ𝑔𝛩
∗ は，グリッ

ドzの従業地がℎで属性が𝛩の従業者数である． 

この数は、最初と2番目のステップの推定結果から導

出される．これらの値に基づいて、従業地，居住地，個

人属性の外出時間に対応する人数は， 𝑁𝑑ℎ =

∑ 𝑁ℎ𝑔𝛩
∗ 𝑝(𝑑|𝑧)𝑔∈𝐺𝑧,𝑧∈𝑍 と 𝑁𝑑𝑧 = ∑ 𝑁ℎ𝑔𝛩

∗ 𝑝(𝑑|𝑟)ℎ∈𝐺𝑧,𝑧∈𝑍  と 

𝑁𝑑𝛩 = ∑ ∑ 𝑁ℎ𝑔𝛩
∗ 𝑝(𝑑|𝛩)𝑔∈𝐺𝑧,𝑧∈𝑍ℎ∈𝐺𝑧,𝑧∈𝑍 として導出される． 

そして，社会経済属性に対応する各グリッドの外出時

間分布の初期値は次のようになる． 

 

𝑝𝑑
(0)(𝑑|ℎ, 𝑔, 𝛩) = 𝑝(𝑑|𝛩)            (13) 

  

確率関数𝑝𝑑
(3𝜂+1)(𝑑|ℎ, 𝑔, 𝛩)は，対応する居住地の周辺分

布によって更新する． 

 

𝑁𝑑ℎ
(𝜂)

= ∑ ∑ 𝑁ℎ𝑔𝛩
∗ 𝑝𝑑

(3𝜂)(𝑑|ℎ, 𝑔, 𝛩) 𝑔∈𝐺𝑧,𝑧∈𝑍𝛩∈𝚯         (14) 

 

𝑤𝑑ℎ
(𝜂)

=
𝑁𝑑ℎ

𝑁𝑑ℎ
(𝜂)                                    (15) 

 

𝑝𝑑
(3𝜂+1)(𝑑|ℎ, 𝑔, 𝛩) = 𝑤𝑑ℎ

(𝜂)
𝑝𝑑

(3𝜂)(𝑑|ℎ, 𝑔, 𝛩)    (16) 
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同様の方法で，対応している従業地の確率を更新する． 

 

𝑁𝑑𝑔
(𝜂)

= ∑ ∑ 𝑁ℎ𝑔𝛩
∗ 𝑝𝑑

(3𝜂+1)(𝑑|ℎ, 𝑔, 𝛩)ℎ∈𝐺𝑧,𝑧∈𝑍𝛩∈𝚯  (17) 

 

𝑤𝑑𝑔
(𝜂)

=
𝑁𝑑𝑔

𝑁𝑑𝑔
(𝜂)                                 (18) 

 

𝑝𝑑
(3𝜂+2)(𝑑|ℎ, 𝑔, 𝛩) = 𝑤𝑑𝑔

(𝜂)
𝑝𝑑

(3𝜂+1)(𝑑|ℎ, 𝑔, 𝛩) (19) 

 

こちらも同様に，対応している属性によって確率を更新

する． 

 

𝑁𝑑𝛩
(𝜂)

= ∑ ∑ 𝑁ℎ𝑔𝛩
∗ 𝑝𝑑

(3𝜂+2)(𝑑|ℎ, 𝑔, 𝛩)𝑔∈𝐺𝑧,𝑧∈𝑍ℎ∈𝐺𝑧,𝑧∈𝑍    (20) 

 

𝑤𝑑𝛩
(𝜂)

=
𝑁𝑑𝛩

𝑁𝑑𝛩
(𝜂)                              (21) 

 

𝑝𝑑
(3(𝜂+1))(𝑑|ℎ, 𝑔, 𝛩) = 𝑤𝑑𝛩

(𝜂)
𝑝𝑑

(3𝜂+2)(𝑑|ℎ, 𝑔, 𝛩) (22) 

 

以後，式(14)から式(22)を収束条件𝜂 = 𝐻を満たすまで反

復計算し，𝑝𝑑
(𝐻)(𝑑|ℎ, 𝑔, 𝛩)を求める．この推定方法によ

り最終的に従業者の外出時間を推定することができる． 

 

(4) 推定による出力結果 

この３つの推定を実施することにより，以下の社会経

済属性データを出力結果として得ることができる．従業

者は，個人属性/居住地/従業地/外出時間を，非従業者

は個人属性/居住地を推定することができる．これらの

出力結果は，アクティビティベースドシミュレーション

の入力データとして利用可能である． 

 

４. 東京都市圏への適用事例 

 

前章で示した作成手法を用いて，東京都市圏への適用

を行う．最初に使用するデータについて説明し，そのあ

と適用結果とその考察について示す． 

 

(1) 使用データ 

表-2に使用データの概要を示す．対象地域は，東京都

市圏である．東京都市圏は，第5回東京都市圏パーソン

トリップ調査をしている東京都，神奈川県，埼玉県，千

葉県，茨城県南部の一部の238市区町村1682ゾーンを対

象とする．ゾーンに対応する2分の1地域メッシュ(約500m)

は，41,833グリッドとなっている． 

表-2 使用データの概要 

対象地域 

・エリア 

東京都市圏（東京都，神奈川県，埼

玉県，千葉県，茨城県南部の一部） 

・ゾーン:238市区町村1682ゾーン 

PT調査小ゾーン 

・グリッド: 41,833 Grids 

2分の1地域メッシュ(約500m): 

使

用

デ

ー

タ 

パーソントリ

プ調査 

第5回東京都市圏パーソントリップ 

(調査時期：平成20年10月から11月) 

・対象人数：578,849 

・世帯属性（世帯内人数，居住地） 

世帯内人数：最大7人世帯まで 

・個人属性（性別，年代，就業状

態，従業地） 

・外出時間 

トリップデータから勤務および業務

活動時間と通勤時間からの和から外

出時間を計算し，30分単位，48区間

で算出 

・エリア単位：ゾーン 

・調査手法：サンプル調査 

国勢調査 

平成22年国勢調査 

対象世帯数：16,555,354世帯 

対象人数：37,225,544人 

世帯属性（世帯人数，居住地） 

世帯数：最大7人世帯まで 

個人属性（性別，年代，就業状態） 

・エリア単位：グリッド 

2分の1地域メッシュ(約500m): 

・調査手法：全数調査 

経済センサス 

平成24年経済センサス 

・個人属性（性別，従業地） 

※従業者のみ対象 

・エリア単位：グリッド 

2分の1地域メッシュ(約500m): 

・調査手法：全数調査 

 

つぎに，パーソントリップ調査は平成20年の第5回調査

を用いる．外出時間は，トリップデータから勤務時間お

よび業務時間と通勤時間の和から計算し，30分単位で，

48区間の結果になっている．国勢調査は平成22年国勢調

査を使用しており，グリッド単位の全数調査となってい

る．経済センサスは，平成24年経済センサス‐活動調査

を使用しており，こちらもグリッド単位の全数調査とな

っている．  

 

(2) 適用結果と考察 

 前節で示した東京都市圏のデータを適用して推定を行

った．結果を以下に示す．図-1 に東京都市圏での属性

別の実測値と推定値を示す．全体およびその他属性別の

シミュレーションの推定値も国勢調査の実測値に近い値

を示していることがわかる．ただし，世帯内人数が 7名

の場合のみ推定値が少ない値となっている．これは，世 
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図-1 東京都市圏の属性別実測値と推定値 

 

 

図-2 東京都市圏の世帯構成パターン別実測値と推定値 

 

帯内に7人いるパーソントリップ調査の居住地が必ず

しも多くなく，数値がゼロの場合，シミュレーションで

生成することができなかったためと考えられる． 

図-2に世帯構成パターン別の実測値と推定値を示す．

世帯構成のパターンは，性別（男性，女性）と年代(0-19, 

20-39, 40-59, 60-の4つの年代)と5人以下の世帯を対象とし

て組み合わせで分類し，同一の世帯構成パターンとなる

ものをそれぞれ集計し，どの程度の再現性があるのかを

比較した．これは，我々が提案した世帯構成を生成する

モデルがどの程度実測に近いものになっているかを示す

グラフである．その結果，決定係数は0.76となり，ある

程度のばらつきがみられたことから必ずしも再現性が高

いとは言えない結果となった． 

図-3に男性のグリッド別の従業者数の実数値と推計値

を，図-4に女性のグリッド別の従業者数の実測値と推定

値を示す．実測値と推定値を比較するとどちらも再現性 

 

図-3  男性のグリッド別の従業者数の実数値と推計値 

 

 

図-4  女性のグリッド別の従業者数の実数値と推計値 

 

 

図-5  男女別外出時間別の従業者数のPT実測値と推定値 
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図-6  男女別外出時間分布の推定値 

 

の高い値を示している．従業地の推定が従業地のばらつ

きを再現できていると考えられる．つぎに，性別の違い

で比較すると，男性は少し多く，女性は少し少なく出る

傾向があることがわかった．図-5に男女別外出時間別の

従業者数のPT実測値と推定値を示す．実測値と推定値を

比較すると性別の違いなく外出時間の長さに関わらず，

再現性の高い値を示している． 

 図-6に男女別外出時間分布の推定値を示す．男女で外

出時間の長さが異なり，男性では，外出時間が12時間あ

たりがピークとなり分散が小さいこと，それに対して，

女性では，外出時間が10時間あたりが大きいが，分散も

大きいことがわかる． 

 

５. まとめ 

 

 本研究では，アクティビティベースドシミュレーショ

ンのための社会経済属性データの作成手法について提案

し，東京都市圏への適用を行った．その結果を以下にま

とめる． 

・ 既存のパーソントリップ調査，国勢調査，経済

センサスを組み合わせることで，世帯構成，従

業地，外出時間の3つのステップからなる世帯と

個人属性を考慮した社会経済属性データを推定

する手法について提案を行った． 

・ 属性別の割合や従業地分布，外出時間分布につ

いて，東京都市圏という大都市圏において適用

し，実測値に近い社会経済属性を付与するシミ

ュレーションを行うことができた． 

さらに，今後は，以下に示すようないくつかの課題に

ついて，取り組むことも考えたい． 

・ 提案手法の評価には，世帯構成パターンをどの

程度精度よく再現しているかを検証する必要が

ある．そこで，パーソントリップ調査を全数調

査，パーソントリップ調査の小ゾーンをグリッ

ド，パーソントリップ調査の大ゾーンをゾーン，

パーソントリップ調査をサンプリングしたもの

をパーソントリップ調査と見立てて，提案手法

の精度検証をおこなう． 

・ IPF法では，対象とする属性のサンプルがゼロの

場合，拡大することができないゼロセル問題が

発生することから，その影響について把握する． 

・ 提案手法の活用方法は，アクティビティベース

ドシミュレーションの入力データである．提案

手法の出力結果を効率よく利用できるアクティ

ビティモデルを構築し，拠点開発，シェアリン

グ，Maasなどの交通施策の導入に対する新たな

アクティビティの発生を表現できるようにする．  

 

謝辞：本研究の実施にあたり，国土交通省から「東京都

市圏パーソントリップ調査に係る調査票情報」を提供し
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